
2013 年 7 月 19 日(木) 14：40～16:10 
大阪大学基礎工学部 B103 講義室  

平成 25 年度第 4 回固体物理セミナーを開催しました。 

講師名：向井 哲哉 氏 
講師所属：NTT 物性科学基礎研究所 
講演タイトル： 「原子冷却とその応用「レーザー冷却・ボース凝縮・アトムチップ」 

 

 

 
 

 
概要： 光は運動量を持つ。然れば、光の吸収・放出を繰り返すことで、原子をほとんど静止さ

せることができる。1980 年代に実現したレーザー冷却技術により、既に終わりと考えられてい

た原子分光学が、現在も競争の激しい原子物理学へと変貌を遂げた。今では冷却原子を用いた

研究は、固体物理の難題解決を試みる「量子シミュレーション」から「自然定数の時間依存性

の検証」までが議論されるように発展を続けている。 

 この原子冷却技術の黎明期に大学院で研究を始め、希ガス原子の冷却、原子干渉計の作成[1]、

ボース・アインシュタイン凝縮の生成[2]、超伝導アトムチップの開発[3-5]と研究を進めてきた

講演者の研究紹介を中心に、原子冷却実験についての解説を試みる。原子冷却の実験は、主要

な装置のほとんどが手作りに近く、試行錯誤の連続である。本セミナーでは、完成論文では触



れないものの、研究を推進する上では不可欠であった「試行錯誤」や「失敗」についても光を

当てることで、未知の分野を切り開く研究の心得についても触れてみたい。 

 

 

（井元信之教授）


